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通信行動変容のためのモビリティマネジメントの設計と評価
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Design and Evaluation of Mobility Management for Network Resource Management

概要：無線 LAN が利用できる端末と環境が整ったため，無線 LAN に流れるトラヒック
が急速に増加し，通信品質の劣化をもたらしている．本稿では，この問題を解決するため
にモビリティマネジメントを用いてユーザに正しい情報を与えることでユーザの意思決定
基準の変容を目指す．コミュニケーションアンケートを用いてユーザに正しい情報を教示
した結果，22％以上のサンプルの行動が変容することを示す．

Abstract：As a wireless LAN terminal and environment were built, many people have 
begun to use wireless network.  In this paper, it shows that Mobility Management is 
effective for changing one’s decision-making. As a result of having carried out Travel 
Feedback Program (TFP), the action of the sample more than 22% changed.

1.　まえがき

　無線 LAN（Local Area Network）を搭載
したモバイル端末の普及により，無線 LAN
を利用できる環境があればいつでも通信サー
ビスを利用することができる．公共の場での
利用も広がっており，いつでもどこでも手軽
にアクセスすることができる．しかしながら，
無線 LAN ユーザの急速な増加は , 無線 LAN
トラヒックを増大させることとなり，通信品
質の劣化をもたらしている．
　通信品質が劣化する原因は，無線 LAN の
技術的な問題点であり，端末数が増加すれば
するほど品質劣化が避けられない．この問題
を解決するためのアプローチとして技術的な
方法は多く存在するが，端末の増加の速度に
追いつかず，抜本的な解決が難しい．
　先行研究においてユーザにインセンティブ
を与えることで，空いているアクセスポイン
トに移動するよう誘導する方法が提案されて
いる [1]．文献 [1] では無線 LAN のアクセス

ポイント選択におけるユーザの意思決定を
ゲームとして表し，ナッシュ均衡となる条件
を明らかにした．ゲームでは，戦略として混
雑の緩和に「協力」する，緩和に「非協力」
な行動をする場合の 2 種類を想定している．
現在の無線 LAN におけるユーザ行動は，囚
人のジレンマと呼ばれる状態であり，ナッ
シュ均衡は「非協力」「非協力」となる．「協
力」「協力」とするには，ユーザにインセン
ティブを与え，利得が大きくなるようにする
必要があることが示された．そこで，本稿で
は，モビリティマネジメント [2] を適用して
ユーザの行動変容を促し，その効果を明らか
にする．
　本稿では，モビリティマネジメントのコ
ミュニケーション施策である TFP（トラベ
ルフィードバックプログラム）を実施し，行
動変容の効果を調査する．事後調査の結果，
約 22.2% のユーザの行動が変化したことが分
かった．そして，モビリティマネジメントが，
通信サービスにおいても，ユーザの行動変容
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に効果があることを示す． 

2.　ユーザの意思決定基準

　ユーザは無線 LAN を利用する際に，複数
のアクセスポイントの中から，接続するアク
セスポイントを選択する．ユーザのアクセス
ポイントの選択基準は，いわゆる，“電波の
強い”アクセスポイントを選択する．しかし
ながら , 電波の強さである電波強度は，アク
セスポイントと端末との信号の強さを表して
おり，実際のスループットを示していない．
無線LANの通信品質であるスループットは，
端末の位置や，アクセスポイントに接続して
いる端末の数によって決まるため，電波強度
が強い場所でも，十分なスループットを得ら
れないことがある．
　他にも，チャネルの干渉や，同一チャネ
ル内での競合，隠れ端末問題や Performance 
Anomaly 問題などが挙げられる．これらの
問題も電波強度だけでは知ることができな
い．
　ユーザが電波強度のみを指標アクセスポイ
ントを選択すると，ユーザが電波の強いアク
セスポイントに集中し，通信品質を劣化させ
てしまう．これをアクセスポイント選択問題
という．
　この問題を解決する手法として，ユーザに
正しい情報を与え，アクセスポイントを切り
替えるように促す手法が考えられる．たとえ
ば，電波強度がそれほど強くなくても，接続
する端末が少ないため，混んでいるアクセス
ポイントよりスループットが得られる場合が
ある．このようなアクセスポイントにユーザ
を誘導すれば，ユーザの満足度が挙るだけで
なく，混雑も解消される．
　先に述べたように，アクセスポイント選択
問題が発生する理由の一つには，ユーザがア
クセスポイントに関する情報を十分に得てい
ないことが挙げられる．そこで，ユーザに無

線 LAN の仕組みと，通信品質に不満を感じ
たときの対応法を教えることで，ユーザの行
動を協調行動に変容させることを考える．つ
まり，ネットワーク，ユーザの両者の利得が
高くなるようにユーザの行動を誘導する．

3.　モビリティマネジメント

　モビリティマネジメントとは，社会的ジレ
ンマの一つである交通問題の解決法のための
取り組みである．ユーザに正しい知識と適切
な行動を教示することで，ユーザ個々の意思
決定基準を変容させ，渋滞などの社会的な問
題の開発を図る．金銭やポイントとなどの外
的なインセンティブではなく，“社会の役に
立つ”という内発的な動機付けを行い，ユー
ザの行動を社会全体の利益の向上に向けるも
のである．
　文献 [3] では，モビリティマネジメントと
は，「大規模，かつ，個別的に呼びかけてい
くコミュニケーション施策」を中心として，
システムの運用改善や整備も組み合わせつ
つ，住民一人一人や一つ一つの職場組織など
に働きかけ，自発的な行動の転換を促してい
くもの」定義されている．
　本稿ではモビリティマネジメントの手法を
用いることで，無線 LAN におけるユーザの
意思決定が変容するか調査し，その効果を明
らかにする．

4.　Travel Feedback Program

　モビリティマネジメントの代表的な施策と
して，TFP（Travel Feedback Program）が
ある [3]．文献 [3] では“TFP とは「「大規模，
かつ，個別的」なコミュケ－ション施策の一
種であり，複数回の個別的なやりとりを通じ
て，対象者の交通行動の自発的な変容を期待
する施策」”とある．以下に TFP の各ステッ
プについて説明する．
　まず , 第 1 ステップとして事前調査を実施
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する．ここでは，参加（協力）依頼を行うと
ともに，個別的な情報提供やアドバイスを行
うために普段の行動などの基本データを取得
することを目的とする． 
　第 2 ステップとして，コミュニケーション
アンケートがある．コミュニケーションアン
ケートは，対象者に行動変容を働きかけるス
テップである．行動変容を促すために，どの
ような選択肢が良い選択肢であるのか，とい
う点を考えてもらうための情報やアドバイス
を提供する．
　第 3 ステップは事後調査となる．コミュニ
ケーションアンケートから 1 ヶ月〜 2 ヶ月後
に実施する．TFP の効果を測定するステッ
プとなる． 
　第 4 ステップはフィードバックとなる．事
前調査と事後調査を比較し，どれだけ行動が
変化したかを調査対象者にフィードバックす
る．その際，悪化，改善，変化などのコメン
トを与える．実施側が意図した行動変容が行
われていない場合，その問題点を精査し，渋
滞などの社会問題を解決するための行動変容
を更に促す．

5.　TFP の実施

　本稿では，通信品質が良くなるような意思
決定と行動変容を目的として，簡易 TFP を
実施した．
　第 1 ステップの事前調査では，無線 LAN
の利用実態を調査した．無線 LAN の利用経
験，1 日あたりの利用時間，無線 LAN の利
用サイトやサービス，無線 LAN の知識の有
無、通信品質が悪くなったときに行う行動な
どを調査した．
　第 2 ステップのコミュニケーションアン
ケートは，無線 LAN の通信方式について講
義し，アンテナの強さだけでは無線通信の品
質を知ることができないことを説明した．さ
らに，通信品質が悪いときどのように行動す

ればよいかをアドバイスし，ユーザの意思決
定の選択肢が増えるようにした． 
　第 3 ステップとして，事前調査の 1 ヶ月後
に事後調査を実施した．事後調査では，1 ヶ
月前と比べて無線 LAN の通信品質が悪いと
き行動がどのように変化したかを調べる．

6.　モビリティマネジメントの効果

　事前調査とコミュニケーションアンケート
は，2015 年 6 月 29 日（月）に実施した．事
後調査は 1 ヶ月後の 7 月 27 日（月）に実施
した．事前調査では，51 名（男 40　女 11），
事後調査では 45 名（男 34　女 11）のサンプ
ルを集めた．すべてのサンプルは朝日大学経
営学部に所属している学生である．アンケー
トの実施時期とサンプル数を示す．

TFP を実施するにあたり，事前調査と事後
調査には同一のサンプル集団でなければなら
ない．ここでは，本学経営学部で行われてい
る「情報社会論」の講義を使って TFP を実
施した．講義の時間を使って実施することの
利点として，サンプルの追跡調査が容易であ
ること，データを集めやすいことが挙げられ
る．なお，事前調査のみ回答したサンプルに
ついては，事後調査との比較ができないため，
効果の評価からは除外している．

１）無線 LAN の利用状況
　図１に無線 LAN の利用状況を示す．無線
LAN を使用しているサンプルの中で約半分
が 4 時間以上使っていることが分かる．次に

ステップ 日付 形式 人数

事前調査

6月29日(月)

インターネット
アンケートサービス

(Questant)
51

(男40  女11)

コミュニケーション
アンケート 講義

事後調査 7月27日(月)
インターネット

アンケートサービス
(Questant)

45
(男34  女11)

6.4%

14.9%

27.7%

51.1%

1時間未満(3)

1時間～2時間…

2時間～3時間…

4時間以上(24)

表 1 アンケートの実施時期とサンプル数
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多いのが 2 時間〜 3 時間であることから無線
LAN を長く使用しているユーザが多いこと
が分かる．

２）通信品質が悪いと感じたときの行動（事
前調査）

　図 2 に，コミュニケーションアンケート前
の通信品質が悪いと感じたときの行動を示
す．事前調査では，「携帯電話を振る」，「窓
に近づける」などの回答が得られた．

３）行動変容
　事後調査の結果から，行動変更したサンプ
ルについて分析する．無線 LAN の通信品質
が悪いと感じたとき，ひと月前と比べて行動
が変わったか質問したところ，「同じ」との
回答が 33，「変わった」との回答が 10 であっ
た．表 2 に結果を示す．約 22％のサンプル
の行動が変容したことが分かる．
　次に，行動変容したサンプルがどのような
行動を取るようになったか調査した結果を示
す．図 3 が事前調査の結果，図 4 に行動変容

したサンプルの通信行動を示す．
　事前調査では，「諦めて通信を止める」「諦
めて我慢する」が多かったが，事後調査では

「通信をやめる」「我慢する」と答えていたサ
ンプルが無くなり，「違う場所に移動する」「再
起動する」と答えるサンプルが増加した．
　行動が変わった 10 サンプルに対して「電
波が悪いとき違う場所に移動したかどうか」
調査したところ，「移動した」が 8，「移動し
なかった」が 2 という結果となり，移動する
という選択をしたことが分かる．アドバイス
通りの行動を取るサンプルが多いことから，
教示の効果が得られたことが分かる．

7.　むすび

　本稿では，ユーザ誘導の手法として，モビ
リティマネジメントに着目し，その効果を明
らかにした．事前調査と事後調査を比較した
結果，22％以上のサンプルが行動変容したこ
とが分った．
　行動変容したサンプルについて，事前調査
と事後調査の通信行動を比較すると，通信を

図 1 無線 LAN の利用状況

図 2　通信品質が悪いと感じたときの行動（事前調
査）
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表 2 行動変容したサンプル数
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図 3  通信品質が悪いと感じたときの通信行動：事
前調査（複数回答）

図 4　行動変容したサンプルの通信行動：事後調査
（複数回答）
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あきらめて止める，あきらめて使い続けると
回答したサンプルが減り，代わりに再起動や，
違う場所に移動する回答が増加した．結論と
して，モビリティマネジメントは，通信サー
ビスにおいても，ユーザの行動変容に効果が
あることが示された．
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